
言語の大量消滅？!
第11回  　　　　　　    語学教育研究室 公開講演会

お問い合わせ先：愛知大学 名古屋語学教育研究室　〒453-8777 愛知県名古屋市中村区平池町四丁目 60-6
TEL（052）564-6152　E-mail: Ngoken@ml.aichi-u.ac. jp

【主催】愛知大学語学教育研究室[名古屋・豊橋] 

＼講演テーマ／

中山俊秀講師
プロフィール
東京外国語大学副学長（研究担当）、アジア・アフリカ
言語文化研究所教授。専門は言語学（言語使用における
文法変化、消滅危機言語の記述・記録・再活性化研究
（カナダ先住民、　琉球・奄美、タイ））および異分野共
創創出研究。

主 要 業 績
Nuu-chah-nulth (Nootka) Morphosyntax（2001年、
University of California Press）、「認知言語学と談話機
能言語学の有機的接点：用法基盤モデルに基づく新展
開」(共編著、2020年、ひつじ書房）、「微重力思考の　
すすめ−真の学問融合へのアプローチ」(共編著、2025
年、大修館書店）

＜講 演 内 容＞
地球上では今、驚くべき速さで言語が消滅しています。言葉
は単なる情報伝達の道具ではなく、私たちのアイデンティテ
ィや社会的な繋がりを支える基盤です。
なぜ、その大事な基盤が失われてしまうのか？
それを生み出す社会的構造を探りながら、遠い世界の問題に
見えるこの危機が、実は私たちの日常にどう繋がっているの
かを考えていきたいと思います。

https://forms.office.com/r/KF31qp7QL3

お申込み方法

左記QRコードまたは
下記URLより必要事項を記入の上、
9月30日(火)までにお申込みください。

本学学生は申込み不要です

— 言語はなぜ消えるのか、何が問題なのか

聴 講 無 料 会場：愛知大学名古屋キャンパス 講義棟L903教室

月102025年 (水)8日 13:15～14:45

【共催】愛知大学言語学談話会 


